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高速流を持つプラズマでは二流体効果が顕著に現れ，超高βの緩和状態を実現

可能である事が Mahajan-Yoshida により理論的に予測されている．プラズマ中に

流れ場を形成する方法としては，外部からの電子入射や高エネルギー電子の損失

によるプラズマの非中性化，あるいは電極を用いた外部電場の生成によって E×B

ドリフト流を駆動する事が検討されている． 

本研究では，内部導体系における電極を用いたプラズマ流の特性理解と制御を

目的として，トーラス閉じ込め装置 Proto-RT（Prototype-Ring Trap）を用いて

13.56 MHz RF 放電による弱電離プラズマ中でのトロイダル流の駆動実験を行った．

Proto-RT は，閉じ込め領域内に位置する dipole 磁場コイル上に真空容器に対し

て電圧印加が可能な構造となっており，磁気面を横切る径方向電場の生成が可能

である．RF プラズマ中で電極に±500V 程度までの電圧印加実験を試み，エミッ

シブプローブとマッハプローブを使用した空間電位と流速の計測を行った．プラ

ズマ中の電位構造は，下図に示すように電極と RF アンテナ間の付近に大きな勾

配を持ち，この範囲では E×B ドリフト流に近い速度のトロイダル流速が観測さ

れた．また，負電場を与えた場合には顕著な電子密度の増加が見られると共に，

電極から真空容器壁付近までの広い範囲での電位勾配を観測した． 

 

 

 

 

 

                     (a)                                            (b) 

(a)  電極への電圧印加によるプラズマ中の電位分布の変化（エミッシブプローブによる計測）．

(b)  マッハプローブ計測による流速と，E×B ドリフト速度（電位分布からの計算値）との比較．

(b)  電極電位 Vic=+100V．電極表面は r=35cm，RF アンテナは r=42-52cm に位置している． 
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